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日
本
共
産
党
岩
手
県
委
員
会
と
県
議

団
は
12
月
21
日
、
達
増
拓
也
知
事
に

た
い
し
、
２
０
１
６
年
度
岩
手
県
予
算

に
関
す
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

菅
原
則
勝
県
委
員
長
、
斉
藤
信
・
高
田

一
郎
両
県
議
、
吉
田
恭
子
参
議
院
岩
手

選
挙
区
予
定
候
補
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

申
し
入
れ
で
は
、「
安
倍
政
権
の
暴

走
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
戦
争
法
廃
止
と
立

憲
主
義
・
民
主
主
義
を
取
り
戻
す
こ
と

は
憲
政
上
の
最
優
先
課
題
。
戦
争
法
廃

止
の
一
点
で
、
国
民
連
合
政
府
の
実
現

を
め
ざ
す
こ
と
は
国
民
的
大
義
を
持

つ
課
題
」と
強
調
。
消
費
税
10
％
増
税

の
中
止
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
撤
退
・
調
印

中
止
、
原
発
の
再
稼
働
・
輸
出
の
中
止
、

沖
縄
県
の
米
軍
新
基
地
建
設
の
強
行

は
や
め
る
よ
う
政
府
に
求
め
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。 

守
り
の
取
り
組
み
の
抜
本
的
強
化
―

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
県
議
会
で
の
請
願
採
択
を
踏
ま

え
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
拡
充
と
現
物

給
付
化
、
早
急
に
小
学
校
通
院
ま
で
の

拡
充
と
現
物
給
付
化
を
求
め
ま
し
た
。 

達増知事（左）に申し入れる（右から）吉田参院岩手選挙区予定候補、
斉藤県議、菅原県委員長、高田県議（１２月２１日） 

 

は
や
め
る
よ
う
政
府
に
求
め
る
こ
と

―
を
要
望
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
強

化
し
、
安
定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。 

達
増
知
事
は
、「
大
事
な
論
点
を
広
く

細
や
か
に
カ
バ
ー
し
て
い
た
だ
い
た
。

よ
く
検
討
し
て
予
算
に
反
映
し
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。 

作
業
の
撤
退
と
調
印
中
止
を
求
め
る

べ
き
」
と
主
張
。
達
増
知
事
は
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
岩
手
の
農
林
水
産
業
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
。
国
民
に
説
明
が
な
い

ま
ま
合
意
し
た
の
は
残
念
だ
。
政
府
に

内
容
と
影
響
額
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
ダ

メ
な
場
合
は
撤
退
の
選
択
肢
も
あ
る
」

と
答
え
ま
し
た
。
復
興
の
課
題
で
は
、

「
戸
建
て
の
災
害
公
営
住
宅
は
入
居

し
て
５
年
後
に
買
い
取
り
が
で
き
る

が
、
持
ち
家
再
建
に
向
け
た
県
独
自
の

支
援
金
（
県
と
市
町
村
共
同
で
１
０
０

万
円
）
の
申
請
期
限
が
２
０
１
８
年
度

ま
で
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
延
長
が
必

要
だ
と
提
起
。
達
増
知
事
は
「
検
討
を

進
め
る
」
と
明
言
し
ま
し
た
。
沖
縄
新

基
地
建
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
方
自

治
と
民
主
主
義
が
問
わ
れ
る
問
題
で

あ
り
、
岩
手
か
ら
も
政
府
の
対
応
を
正

す
べ
き
だ
と
主
張
。
達
増
知
事
は
「
訴

訟
が
提
起
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
こ

と
は
誠
に
残
念
。
沖
縄
県
民
が
納
得
で

き
る
よ
う
な
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

一般質問に立つ高田一郎県議（１２月７日） 

 

12
月
県
議
会
が

11
月

27
日
か

ら

12
月

11
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
県
民
の
切
実
な
要
求
と
９
月
県

議
会
で
の
請
願
採
択
を
受
け
、
被
災

地
福
祉
灯
油
が
５
年
連
続
で
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
沿
岸
12

市
町
村
（
助
成
対
象
２
０
１
４
９
世

帯
）
で
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。 

一
般
質
問
に
立
っ
た
高
田
一
郎
県

議
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
は
国
会

決
議
違
反
で
あ
り
、
政
府
に
協
定
書

作 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施
に
と
も

な
う
議
案
に
つ
い
て
は
、
１
月
１
日
実

施
の
延
期
を
求
め
る
と
と
も
に
、
制
度

の
凍
結
・
中
止
を
求
め
反
対
し
ま
し
た
。 

○戦争法廃止と集団的自衛権行使容認の閣議決定の撤
回、立憲主義の回復を政府に強く求めること。 

○消費税１０％増税は中止するよう政府に求めること。 

○ＴＰＰからの撤退、調印中止を政府に求めること。 

○住宅再建へ国の支援金を５００万円以上に引き上げ、申
請期日（平成３０年４月１０日）の延長を求めること。 

○被災者の孤独死を出さない対策と見守りの取り組みの
抜本的強化をはかること。 

○子どもの医療費助成を県として中学校卒業まで拡充す
ること。早急に小学校通院までの拡充と現物給付化を。 

 

復
興
の
課
題

で
は
、
◇
建
設

費
が
高
騰
し
て

い
る
被
災
者
の

住
宅
再
建
に
、

国
の
支
援
金
を

５
０
０
万
円
以

上

に

引

き

上

げ
、
平
成
30
年

４
月

10

日
ま

で
と
な
っ
て
い

る
申
請
期
日
を

延
長
す
る
よ
う

求
め
る
こ
と
◇

被
災
者
の
「
孤

独
死
」
を
出
さ

な
い
対
策
、
見

守
り
の
取
り
組

み
の
抜
本
的
強

化
―
な
ど
を
要

望
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
医

あ 
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【
11
月
】 

9
日 

大
船
渡
市
復
興
状
況
調
査(

大
船
渡

市
、
水
産
加
工
会
社
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
大
船
渡) 

10
日 

県
議
会
復
興
特
別
委
員
会
現
地
調

査(

宮
古
市) 

11
日 

日
本
科
学
者
会
議
復
興
委
員
会
の

調
査
に
同
行(

中
村
復
興
局
長) 

12
日 

県
生
活
と
健
康
を
守
る
会
対
県
要

望
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
緊
急
学
習
会
、
若
者
デ

モ
実
行
委
員
会 

13
日 

一
関
調
査(

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
組
合

長
、
社
会
福
祉
法
人
、
一
関
児
童
相

談
所
、
障
害
者
施
設) 

14
日 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
を
考
え
る
集
会 

15
日 

地
域
医
療
の
充
実
を
め
ざ
す
学
習

交
流
会 

17
日 

新
庄
地
区
く
ら
し
と
政
治
を
考
え

る
つ
ど
い 

18
日 

母
親
大
会
実
行
委
員
会
副
知
事
要

望
・各
部
局
交
渉 

19
日 

議
運
、
議
案
説
明
会 

20
～
21
日 

災
害
対
策
全
国
交
流
集
会

(

宮
城
県
松
島
町) 

22
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

23
日 

神
戸
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
懇
談
、
矢
巾
後
援
会

の
つ
ど
い 

24
日 

地
域
課
題
懇
談
会(

盛
岡
振
興
局) 

26
日 

議
運(

人
事
案
件
で
質
疑)

、
県
政
要

望
を
聞
く
会
、
県
商
工
会
連
合
会

を
訪
問
・懇
談 

27
日 

議
運
、
12
月
定
例
県
議
会
開
会
、

森
林
林
業
関
係
者
と
懇
談 

28
日 

い
わ
て
復
興
未
来
塾 

29
日 

日
本
共
産
党
演
説
会 

【
12
月
】 

1
日 

葛
巻
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

3
日 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

求
め
る
岩
手
の
会
が
千
葉
副
知
事

に
３
万
４
０
４
６
筆
の
署
名
提
出 

4
日 

議
運
、
本
会
議(

一
般
質
問) 

5
日 

ご
み
広
域
化
問
題
を
考
え
る
学
習

交
流
会 

6
日 

建
設
労
働
組
合
定
期
大
会
、
葛
巻
町

で
日
本
共
産
党
を
語
る
つ
ど
い
、
盛

岡
ス
ポ
ー
ツ
人
の
つ
ど
い
祝
賀
会 

7
日 

議
運
、
本
会
議(

高
田
県
議
一
般
質

問)

、
歯
科
保
健
医
療
問
題
懇
談
会 

8
日 

議
運
、
本
会
議(

一
般
質
問
、
議
案
に

対
す
る
質
疑
行
う) 

9
日 

商
工
文
教
委
員
会 

11
日 

議
運
、
最
終
本
会
議
、
日
韓
議
員
連

盟
総
会 

12
日 

戦
争
法
廃
止
め
ざ
す
学
習
会 

13
日 

山
岸
後
援
会
の
つ
ど
い 

16
日 

労
働
者
・女
性
後
援
会
の
つ
ど
い 

18
日 

戦
争
法
廃
止
め
ざ
す
昼
デ
モ 

19
日 

斉
藤
県
議
を
励
ま
す
岩
手
大
学
同

窓
有
志
の
会 

20
日 

大
船
渡
市
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
気

仙
地
区
議
員
団
と
の
意
見
交
換
会 

21
日 

岩
手
県
商
工
会
連
合
会
記
念
式
典
、

達
増
知
事
に
来
年
度
予
算
要
望 

12
月
３
日
、
子

ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
を
求
め

る
岩
手
の
会
は
達
増

知
事
に
た
い
し
、
３

４
０
４
６
筆
の
署
名

と
と
も
に
、
助
成
制

度
の
さ
ら
な
る
拡
充

を
求
め
る
要
請
を
行

い
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
の
県
議
団3

人

も
同
席
し
、
千
葉
副

知
事
、
佐
々
木
保
健

福
祉
部
長
ら
が
応
対

し
ま
し
た
。 

署
名
は
１
年
間
で

累
計

10
万
筆
を

超
え
ま
し
た
。
若

い
母
親
か
ら
は

「
４
人
の
子
ど
も

が
全
員
ア
レ
ル
ギ

ー
持
ち
で
、
同
時

に
症
状
が
悪
化
す

る
。
早
め
に
受
診

で
き
れ
ば
重
症
化

も
防
げ
る
し
負
担

も
軽
く
な
る
」
な

ど
の
訴
え
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

 

を
求
め
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
県

議
団
３
人
も
同
席
し
、
千
葉
副
知
事

ら
が
応
対
し
ま
し
た
。 

 

岩
手
の
会
の
署
名
運
動
が
大
き
な

力
に
な
り
、
県
は
８
月
か
ら
対
象
年

齢
を
小
学
校
入
院
ま
で
拡
充
。
２
０

１
６
年
８
月
か
ら
は
就
学
前
ま
で
が

「
現
物
給
付
」
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。 

に
「
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
る
請
願
」
を

提
出
し
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。 

 

私
学
助
成
を
す
す
め
る
岩
手
の

会
は
、
７
７
４
５
５
筆
の
署
名
と
と

も
に
「
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る

請
願
」
を
提
出
し
、
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。 

千
葉
副
知
事
は
、「
要
望
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
す
る
内
容

で
あ
り
、
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
同
会
は
、
12
月
定
例
県
議
会 

 

急
雇
用
創
出
事
業
で
、
会
計
検
査
院

か
ら
４
３
７
８
万
円
余
が
不
適
正

支
出
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

商
工
文
教
委
員
会
で
取
り
上
げ
ま

し
た
。
不
適
正
支
出
の
核
心
は
、
物

件
価
格
よ
り
も
高
か
っ
た
１
年
リ

ー
ス
を
認
め
た
こ
と
で
あ
り
、「
第

一
義
的
に
は
事
業
主
体
で
あ
る
市

町
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
問
題
だ
が
、
監
査
・
指
導
を
行

っ
て
き
た
県
の
責
任
も
重
大
だ
」
と

厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。 

合
わ
せ
事
項
に
基
づ
き
、
千
葉
副
知

事
に
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、
各
部

局
と
交
渉
。
県
議
団
も
同
席
し
ま
し

た
。
千
葉
副
知
事
に
は
、
◇
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
を
中
学
校
卒
業
ま
で

拡
充
す
る
こ
と
◇
被
災
者
の
住
宅
再

建
へ
国
の
支
援
金
を
５
０
０
万
円
以

上
へ
の
引
き
上
げ
と
県
独
自
支
援
の

拡
充
―
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、
介
護
保
険
の
改

悪
で
補
足
給
付
が
打
ち
切
ら
れ
た
実

態
、
被
災
地
の
保
育
士
不
足
の
解
消

な
ど
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

商工文教委員会で質疑に立つ斉藤県議（12月9日） 

 

Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
関
わ
る
県
内
７
市
町
の
緊

急 

 

11
月
18
日
、
岩
手
県
母
親
大
会

実
行
委
員
会
は
、
母
親
大
会
の
申
し

あ 

千葉副知事（右）に要請する参加者の皆さ
んと同席する県議団（１１月１８日） 

３４０４６筆の署名とともに千葉副知事に要請する岩手
の会の皆さんと同席する県議団（１２月３日） 

１月１３日（水）午後６時～８時 

２月１０日（水）午後６時～８時 

予約電話番号：６５１－５８８１ 

農業関係者からは「ＴＰＰで先が見
えない」「大変不安だ」という声をどこ
でも聞きます。 
政府は、野党がそろって要求してい

るのに臨時国会も開かず、ＴＰＰ交渉 

と合意の全体像をまだ明らかにしていません。そ
れなのに「大筋合意」したと決まったかのように
言うのはごまかしです。ＴＰＰ「対策」を打ち出
すのも、国民や農家を分断し、反対の声を抑える
狙いが見え隠れします。実際の中身も「対策」に
は程遠いものです。 
まずＴＰＰ「大筋合意」の全文公開と、国会で

の徹底審議、国会決議違反の検証が必要です。 
 最近でも、ＪＡ長野やＪＡ茨城がＴＰＰの影響
額を試算したり、ＪＡ福岡が１０００人規模の反
対集会を開くなど、反対運動は続いています。こ
うした動きを全国に広げることが大事です。 
 ＴＰＰは、日本が批准しなければ発効しません。
日本共産党は、ＴＰＰからの撤退と批准阻止のた
め、国民的共同を広げて頑張る決意です。 

 

11
月
29
日
、
市
田
忠
義
副
委

員
長
を
迎
え
た
日
本
共
産
党
演

説
会
を
開
催
し
、
県
内
各
地
か
ら

１
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

声援に応える（右から）吉田、市田、い
わぶちの各氏（１１月２９日） 

｢今後の高等学校教育の基本方向｣では、望ましい

学校規模として 1学年 4～6学級としていますが、3

学級以下の高校は全体の 43％を占め、半分近くの

高校が統廃合の対象となることは実態に合わない

と指摘。地域に必要な高校の存続を求めました。 

今後具体的な再編計画案が示され本格的な検討

が行われることから、これまで以上に丁寧に、地域

と関係者の理解と納得が得られるように取り組む

ことを求めました。 

 


